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５．フルメット液剤の果房散布による雨除け栽培トマトの放射状裂果軽減技術 

 

［要約］ 

トマトの雨除け栽培では、果房最大果の直径が 3.0～4.9cm の時期にフルメット液剤を

１回果房散布することにより、放射状裂果を軽減し、可販収量を増加することができる。

５～20ppm の範囲では、濃度が高いほど放射状裂果が軽減され、その他の品質に影響し

ない。  
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［背景・ねらい］ 

 トマトの雨除け栽培では、くず放射状裂果発生率が夏期の多い時期には数割に上り、問

題となっている。岡山農研はこれまでに、サイトカイニン活性を示す植物調節剤であるフ

ルメット液剤を、果房に複数回散布することで放射状裂果が軽減されることを明らかにし

た。そこで、より省力、低コストで実用的な果房当たり１回散布の効果を明らかにすると

ともに、本時期における濃度と放射状裂果の軽減効果との関係を明らかにする。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．果房最大果の直径 3.0～4.9cm 期にフルメット液剤を果房１回散布することによ

って、明瞭な放射状裂果の軽減効果が得られる（図１）。 

２．処理による総収量の減少は認められず、くず放射状裂果の発生が抑えられるこ

とにより、可販収量を増加させることができる（表１）。 

３．果房散布するフルメット液剤５～20ppm の範囲では、濃度が高いほど放射状裂果

の発生が軽減される（図２）。 

４．20ppm 液を散布しても、その他の品質は散布しないものと差が認められない（表

２）。  

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．フルメット液剤による放射状裂果の軽減効果は栽培条件によって変動する。 

２．極端な高温条件で散布すると、果頂部の過剰な薬液が残存した部位で、収穫時に着色

遅れや白斑症状が発生することがある。 

３．フルメット液剤は、2016 年 12 月 14 日にトマトの放射状裂果軽減の使用目的で農薬登

録が適用拡大された（2017 年３月 15 日追記）。 
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［具体的データ］ 
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図１ フルメット液剤 20ppm の１回の果房散布の時期が放射状裂果の発生   図２ 果房散布するフルメット液

に及ぼす影響                              剤の濃度と放射状裂果 
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表１　果房最大果3.0～4.9cm期のフルメット液剤20ppmの果房1回散布が収量性、放射状裂果の発生に及ぼす影響
z

* *

くず放射状裂果

発生率（％）

放射状裂果

指数

総収量

(kg/株)

平均果重

(g)

収穫果実数

（果/株）

各年次1区4株、4反復のデータを用いた。*は5%の危険水準で要因の効果が有意であることを、n.s.は有意でないことを示す

*

*

n.s.

*

*

n.s.

*

n.s.

n.s.

岡山県赤磐市において雨除けハウス内の隔離床養液栽培で、5～6月に第1～4果房にフルメット液剤を散布した

*

総収量から、くず程度の放射状裂果、その他の障害果（窓あき果、乱形果等）の重量を除いたもの

n.s.

n.s.

*

 

183 72 62 22 5.3 0.49 6.3
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z 脱塩水区とフルメット液剤20ppm区について、平均果重、果実直径、果実高およびコルク層直径は210、217果、糖
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認められなかったことを示す。糖度および酸度はアークサイン変換後のデータを用いて検定
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